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研究成果の概要（和文）：公共財生産と貨幣供給の下での均衡資源配分の最適性や安定性について、コア理論に
基づく分析を行った。本研究は、リンダール均衡の考え方を踏襲しつつ、同時に、政府が貨幣供給による非負の
所得移転を行う均衡概念に注目し、公共財の生産に伴う赤字財政の意義や、政府の役割を考察する分析枠組みを
提供するものである。
有限の純粋交換経済における貨幣的均衡の研究に（１）生産を導入し、（２）公共財を含む形にその生産設定を
拡張することで、公共財の最適供給問題と国家の財政支出・貨幣供給の問題を接続した。また（３）その成果を
世代重複モデルや多部門成長モデルにおいて整理し、動学分析に向けた拡張を試みた。

研究成果の概要（英文）：We analyzed the optimality and stability of equilibria under the production 
of public goods and money supply, based on the core theory. This study follows the Lindahl 
equilibrium approach, but at the same time focuses on the equilibrium with non-negative income 
transfers by the government through money supply, and provides a framework to examine the 
significance of deficit financing and the role of the government in the production of public goods.
By (1) introducing production into an economy with satiation and (2) extending its production 
setting to include public goods, we connect the problem of optimal supply of public goods with the 
problem of state finances. Moreover, (3) we attempted to extend the results to dynamic analysis 
using an overlapping generations model and a multi-sectoral growth model.

研究分野： 理論経済学

キーワード： 協力ゲーム　コア　公共財　貨幣　リンダール均衡　世代重複モデル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、政府による貨幣供給と公共財の供給問題を統合的に整理することで、「公共財供給にかかる費用をい
かに適切に分配するか」という従来の問題設定とは異なる、新しい切り口で公共財の最適供給問題を扱うもので
ある。すなわち、国家として必要不可欠な公共財の供給を政府の支出によって実現するという、「赤字財政下で
の公共財の最適な供給」を描く一般均衡モデルを提示する。これにより、公衆衛生という広い意味での医療の最
適供給と国家財政といった、現代日本における公共財供給と財政支出に関する具体的問題を考察する基本モデル
を提供する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
公共財の存在する経済において、市場メカニズムを通じてパレート最適な資源配分を実現する
方法については、Lindahl あるいは Samuelson の研究をはじめとして、古くから議論されてき
た。一般に公共財は、複数主体が同時に消費・利用することができ（非競合性）、またその消費・
利用を妨げることができない（非排除性）ため、正の外部性がある場合にはその供給量が過少に
なり、負の外部性がある場合にはその供給量が過大になることが知られている。公共財の最適供
給問題について、政府の介入による解決を示したのがリンダール均衡である。しかし、この均衡
の存在問題やコア同値性の確認にあたっては、生産集合が凸錐、あるいは、私的財は一財のみで
あるといった、極めて限定された設定に強く依存しているという問題がある（Foley 1970, Mas-
Colell and Silvestre 1989 など）。本研究では、公共財生産の利潤の取り扱いや、公企業と私企
業の違い、財の種類や satiation の有無の問題、国家による財政支出の捉え方等について詳細な
検討を加え、より一般的な設定の下で、均衡資源配分とその特徴付けを行うことを目標とした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、政府による貨幣供給と公共財の供給問題を統合的に整理することで、「公共

財供給にかかる費用をいかに適切に分配するか」という従来の問題設定とは異なる、新しい切り
口で公共財の最適供給問題を扱うことである。すなわち、国家として必要不可欠な公共財の供給
を政府の支出によって実現するという、「赤字財政下での公共財の最適な供給」を描く一般均衡
モデルを構築する。またこの研究成果を応用し、現代日本における公共財供給と財政支出に関す
る具体的問題（公衆衛生という広い意味での医療の最適供給と財政問題）を考察する基本モデル
を提供する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、公共財生産と貨幣供給の下での均衡資源配分と、それを実現する市場メカニズムの

最適性や安定性について、コア理論に基づく分析を行うものである。申請者がこれまで進めてき
た、有限経済の純粋交換設定下における貨幣的均衡の研究に生産を導入し、公共財を含む形に生
産設定を拡張することで、公共財の最適供給問題と国家の財政支出・貨幣供給の問題を接続した。
またその成果を世代重複モデルにおいて整理し、動学分析に向けた拡張を試みた。 
 
４．研究成果 
（１）有限経済の純粋交換設定下における貨幣的均衡の研究成果について、生産を導入する形で
拡張を行い、公共財生産の問題を扱う準備としての経済モデルを構築した。生産経済において、
コア概念を考えることの困難さは、提携の持つ生産技術とはどのようなものであるか、という問
題にある。本研究におけるコア概念は、実現可能性のみならず、提携の生産に加わる全体のイン
センティブを考慮したものとなっており、本研究は生産経済のコアに関する研究を一層進展さ
せるものとして位置づけられる。本研究では、coalition production economy の考え方を基本
とし、提携の用いる生産技術に関わる利害関係者全員の同意の下での逸脱のみを許容するとい
う、極めて一般的なコア概念を用いて、生産経済における貨幣的均衡としての dividend 
equilibrium へのコア収束定理の証明を行った。 
 
（２）（１）の成果を踏まえ、生産経済における貨幣的均衡へのコア収束定理を、公共財生産を
含む形に拡張を行い、公共財生産と政府の財政収支を同時に考察するための諸条件を明らかに
した。公共財の分配における市場の失敗という問題について、政府の介入による解決を示したの
がリンダール均衡であり、この均衡概念は、もし各主体の公共財への選好が誤りなく表明される
ならば、各人に向けた個別の価格を用いた仮想的な市場を通じて、その最適な資源配分を実現で
きるというものである。本研究では、公共財生産の利潤の取り扱いや、公企業と私企業の違い、
財の種類や satiation の有無の問題、国家による財政支出の捉え方等について詳細な検討を加
え、極めて一般的な設定の下で、均衡資源配分とその特徴付けが可能となる条件を明らかにした。
その概要は次の通りである。(i)国家＝政府が、公共財供給の主体＝公企業であると同時に、貨
幣の発行の主体とする。公企業の収支を見ることで、国家財政の問題を取り扱うことができる。
(ii)公共財の生産・供給を、公企業と私企業に分類し、私企業にも公共財の個人別価格を割り当
てる。すなわち私企業もリンダール税を負担する。(iii)私企業は公共財にかかる税制の下で利
潤最大化を行い、利潤が存在する場合（公企業については負の利潤もあり得る）を含んでいる。
(iv)公企業の行動規準は、私企業のように無条件に利潤最大化行動を取るという形ではなく、
「パレート効率性を現状以上に高めるという前提の下での利潤最大化を行う」すなわち、現状お
よび現状よりもパレート改善的な資源配分と結びつく可能性のある全ての行動の中で、現状の
行動が利潤最大化になっている、という形で整理される。この経済モデルを手掛かりに、具体的
に医療・公衆衛生分野の問題について、具体的な事例を含めて検討を行い、所属学会のシンポジ
ウムで発表を行った。 



（３）以上の公企業の生産を含む一般均衡モデルについて、動学モデルの完全な構築には至らな
かったが、世代重複モデルおよびフォン・ノイマン型多部門成長モデルの２つの動学モデルにつ
いて、生産を含む形での均衡存在やその最適性の検討を行い、公共財生産と貨幣発行の役割を導
入可能な形に整理した。その成果は、英文専門誌および論文集書籍の一部として、複数の媒体に
わたって公表されている。このモデルの大きな特徴は、公共財の生産・供給を公企業と私企業に
分類している点であり、私企業にも公共財の個人別価格がリンダール税として割り当てられる。
世代重複化したこのモデルの具体例として、公企業＝政府の継続的な貨幣発行が、（私企業の利
潤最大化行動を伴う）パレート最適な資源配分状態をサポートするような状況を考えることが
できる。今日の世界において、公企業あるいは財政の（巨額の）赤字と、私企業の（巨大な）利
潤の、同時（累積）的存在は、顕著な事実であるといえる。本研究はこういった状況を分析する
極めて重要な枠組みを提供するものであり、今後一層の研究の進展が必要であると考えられる。 
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